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   第 ６ 回   熊本県議会  建設常任委員会会議記録 

 

令和５年２月24日(金曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前11時４分閉会 

 

本日の会議に付した事件 

議案第１号 令和４年度熊本県一般会計補 

正予算(第11号) 

議案第５号 令和４年度熊本県港湾整備事 

業特別会計補正予算(第４号) 

議案第13号 令和４年度熊本県流域下水道 

事業会計補正予算(第３号) 

議案第26号 工事請負契約の締結について 

議案第28号 専決処分の報告及び承認につ 

いて 

議案第29号 専決処分の報告及び承認につ 

いて 

議案第30号 専決処分の報告及び承認につ 

いて 

議案第31号 専決処分の報告及び承認につ 

いて 

議案第32号 専決処分の報告及び承認につ 

いて 

報告第１号 専決処分の報告について 

 

出 席 委 員(６人) 

        委 員 長 楠 本 千 秋 

        副委員長 西 村 尚 武 

        委  員 坂 田 孝 志 

        委  員 田 代 国 広 

 委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 本 田 雄 三 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 

 

説明のため出席した者 

 土木部 

部 長 亀 崎 直 隆 

       総括審議員 

      兼政策審議監 浦 田 隆 治 

総括審議員  

兼河川港湾局長 里 村 真 吾 

       道路都市局長 宮 島 哲 哉 

       建築住宅局長 小路永      守 

         監理課長 森 山 哲 也 

       用地対策課長 林 田 孝 二 

     土木技術管理課長 伊 東   貢 

       道路整備課長 森        裕 

       首席審議員 

     兼道路保全課長  緒 方   誠 

       都市計画課長 山 内 桂 王 

      下水環境課長 弓 削 真 也 

         河川課長  仲 田 裕一郎 

         港湾課長  倉 光 宏 一 

         砂防課長 松 田 龍 朋 

           建築課長 上 野 美恵子 

           営繕課長 折 田  義 浩 

           住宅課長 今 福 裕 一 

 

事務局職員出席者 

     議事課課長補佐 松 本 淳 一 

     政務調査課主幹 西 村 哲 治 

 

  午前９時59分開議 

○楠本千秋委員長 おはようございます。 

 それでは、ただいまから、第６回建設常任

委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に１名の傍聴の申出がありま

したので、これを認めることといたしまし

た。 

 それでは、付託議案等の審査を行います

が、質疑については、執行部の説明を求めた

後に一括して受けたいと思います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま簡潔にお願いします。 

 また、本日の委員会はインターネット中継

を行っておりますので、委員並びに執行部に
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おかれましては、発言内容が聞き取りやすい

ように、マイクに向かって明瞭に発言いただ

きますようお願いします。 

 まず、土木部長から総括説明を行い、続い

て、担当課長から資料に従い順次説明をお願

いします。 

 初めに、亀崎土木部長。 

 

○亀崎土木部長 おはようございます。土木

部長の亀崎です。 

 それでは、今定例会に提出しております議

案等の説明に先立ち、最近の土木部行政の動

向について御報告いたします。 

 まず、令和２年７月豪雨災害への対応につ

いてです。 

 治水対策については、昨年８月に策定した

球磨川水系河川整備計画に基づき、国、県が

それぞれ計画に基づいた取組を進めておりま

す。住まいの再建とも密接に関わる宅地かさ

上げ事業につきましては、今月19日に、豪雨

災害後初となる着工式が球磨村神瀬地区にお

いて開催されました。 

 また、同日、国の権限代行事業により復旧

が進められてきました主要地方道人吉水俣線

の西瀬橋が、球磨川で流失した10橋の中で、

初めて仮橋に代わる新しい橋として開通いた

しました。 

 人吉市青井地区で進めております土地区画

整理事業につきましては、今月７日に国土交

通大臣から事業認可を受け、事業に着手した

ところです。また、人吉市が施行する中心市

街地の土地区画整理事業につきましても、本

年度内の事業認可取得に向け、法的手続が進

められております。 

 今後も、国や流域市町村と連携し、緑の流

域治水の取組を進めるとともに、被災者の一

日も早い住まいの再建や被災したまちの復

旧、復興に向けて、全力で取り組んでまいり

ます。 

 次に、熊本地震からの創造的復興について

です。 

 県道熊本高森線の４車線化事業につきまし

ては、昨年末に益城町中心部の木山交差点の

暫定供用を行ったところです。 

 また、木山地区の土地区画整理事業につき

ましては、約３割の宅地の引渡しを終えてお

り、引渡しを終えた宅地では、新しい家々が

建ち始めております。 

 今後も、災害に強いまちづくりに向け、全

力で取り組んでまいります。 

 次に、幹線道路ネットワークについてで

す。 

 熊本天草幹線道路においては、今月４日に

大矢野道路の着工式を開催し、今後、工事を

本格化してまいります。また、天草未来大橋

を含む本渡道路が、明日25日に開通いたしま

す。 

 さらに、今月５日には、国道３号植木バイ

パスの一部区間が開通し、併せて熊本北バイ

パスの４車線化が完成するなど、本県の幹線

道路整備は大きく前進しております。 

 今後も引き続き、幹線道路ネットワークの

早期整備に向けて、しっかりと取り組んでま

いります。 

 それでは、今定例会に提出しております土

木部関係の議案等について御説明いたしま

す。 

 今回提出しております議案は、補正予算関

係議案３件、条例等関係議案６件、報告関係

１件でございます。 

 今回の補正予算につきましては、国直轄事

業負担金や国庫内示等による事業費確定に伴

うものなど、12億3,600万円余の増額補正を

お願いしております。 

  また、繰越明許費につきましては、今回、

29億3,300万円余の減額設定をお願いしてお

ります。 

  次に、条例等議案につきましては、工事請

負契約の締結について１件、専決処分の報

告・承認案件５件の計６件の御審議をお願い
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しております。 

 次に、報告案件につきましては、専決処分

の報告１件を御報告させていただきます。 

 以上、総括的な説明を申し上げましたが、

詳細につきましては、担当課長から御説明い

たしますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

 今後とも、災害からの復旧、復興、国土強

靱化等の事業推進に着実に取り組んでまいり

ますので、委員各位の御支援と御協力をよろ

しくお願い申し上げます。 

 

○楠本千秋委員長 引き続き関係課長から順

次説明をお願いします。 

 

○森山監理課長 監理課でございます。 

 本日は、説明資料として、建設常任委員会

説明資料１冊を準備しております。 

 １ページをお願いします。 

 令和４年度２月補正予算資料です。 

 今回の補正予算は、国の経済対策補正予算

に伴う直轄事業負担金の増、12月議会で予算

化した国土強靱化事業の国庫内示による減、

補助交付金事業などの事業費確定に伴う補正

等を計上しております。 

 上の表２段目、今回補正額は、表左から、

一般会計の普通建設事業のうち、補助事業マ

イナス74億9,900万円余、県単事業マイナス

12億9,300万円余、直轄事業33億2,100万

円余、災害復旧事業のうち、補助事業４億 

4,800万円余、県単事業マイナス４億700万 

円余、直轄事業69億6,600万円、消費的経費

6,200万円余、特別会計等マイナス３億6,100

万円余。 

  今回補正額合計は、12億3,600万円余とな

ります。 

  各課別の内訳につきましては、下の表のと

おりです。 

 ２ページをお願いします。 

 令和４年度２月補正予算総括表です。 

 一般会計及び特別会計等ごとに、各課の補

正額とともに、右側に財源内訳を記載してお

ります。 

 表右側、今回補正額の財源内訳の最下段を

お願いします。 

 国支出金マイナス40億7,200万円余、地方

債68億2,800万円余、その他マイナス１億100

万円余、一般財源マイナス14億1,800万円余

となっております。 

  以上が土木部の２月補正予算の状況です。 

 次に、３ページをお願いします。 

 ここからは、今回の補正予算に関し、各課

別に主なものについて御説明いたします。 

 まず、監理課の補正予算について説明いた

します。 

 表左から４列目の補正額をお願いします。 

 ２段目の職員給与費につきましては、職員

給与費または事業費の職員給与費として全て

の課に出てまいりますので、監理課から代表

して説明させていただき、各課からの説明は

割愛させていただきます。 

 職員給与費に係る今回の補正は、令和４年

４月１日以降の人事異動、組織見直し、職員

の新規採用等による給与の増減等を計上して

おります。 

 なお、監理課関係分は、3,700万円余の増

額補正を計上しております。 

  次に、３段目の管理事務費は、1,900万円

余の増額補正を計上しております。 

これは、都道府県や市町村からの派遣職員

の人件費に係る負担金について、所要額の確

定に伴い、増額または減額となっておりま

す。 

 派遣職員の人件費に係る負担金は、関係課

ごとに所要額に合せて計上しておりますの

で、監理課からの説明をもって、各課からの

説明は割愛させていただきます。 

  次に、下から２段目、建設産業支援事業費

は、1,100万円余の減額補正を計上しており

ます。 
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これは、主に建設企業の人材育成に対する

補助事業において、実績見込みにより減額す

るものです。 

  以上、監理課分の補正額は、表左から４列

目最下段のとおり、4,200万円余の増額  

となっており、補正後の予算合計額は、９億 

5,800万円余となります。 

  監理課の説明は以上です。よろしくお願い

します。 

 

○林田用地対策課長  用地対策課でございま

す。 

  ４ページをお願いします。 

 ３段目の収用委員会費につきましては、収

用委員会の運営に要する費用を計上しており

ますが、裁決申請が見込みより少なかったこ

とから、不用となる鑑定費用など、2,900万

円余の減額補正を計上しております。 

  以上、用地対策課の補正といたしまして

は、表左から４列目最下段のとおり、 

2,800万円余の減額となります。 

  この結果、補正後の予算総額は、表左から

５列目最下段のとおり、9,000万円余となり

ます。 

  用地対策課からは以上でございます。 

 

○伊東土木技術管理課長  土木技術管理課で

ございます。 

  ５ページをお願いします。 

 上から３段目の土木行政情報システム費で

すが、土木施設台帳などを一元管理するシス

テムの構築などのＤＸ推進に係る費用につい

て、国交付金を充当することができたため、

一般財源から国支出金へ8,500万円余の財源

更正を行っております。 

  土木技術管理課は以上でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 

○森道路整備課長  道路整備課でございま

す。 

  ７ページをお願いします。 

 初めに、上から３段目の国直轄事業負担 

金ですが、表左から４列目のとおり、19億 

5,000万円余の増額補正を計上しておりま

す。 

これは、国事業費確定に伴い、４億5,000

万円余、強靱化分の国補正として15億円を増

額し、九州中央自動車道等の整備を行うもの

でございます。 

 続きまして、下から３段目の道路改築費で

すが、表左から４列目のとおり、12億4,700

万円余の減額補正を計上しております。 

これは、国庫内示による事業費確定に伴う

減でございます。 

  次に、最下段の地域道路改築費ですが、表

左から４列目のとおり、12億9,900万円余の

減額補正を計上しております。 

これは、強靱化に係る国補正分の国庫内示

による事業費確定に伴う減でございます。 

  続きまして、８ページをお願いします。 

 上から３段目の道路施設保全改築費の橋り

ょう補修分でございますが、表左から４列目

のとおり、１億5,600万円余の減額補正を計

上しております。 

これは、国庫内示による事業費確定に伴う

１億7,600万円余の減、強靱化に係る国補正

分の国庫内示による事業費確定に伴う2,000

万円余の増となります。 

  以上、道路整備課の補正といたしまして、

表左から４列目最下段のとおり、13億  

2,500万円余の減となります。 

  この結果、道路整備課の補正後の予算総額

は、表左から５列目のとおり、299億3,900万

円余となります。 

  道路整備課からは以上です。 

 

○緒方道路保全課長  道路保全課でございま

す。 

  ９ページをお願いします。 

 最下段の道路舗装費でございますが、表左
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から４列目のとおり、３億9,600万円余の減

額補正を計上しております。 

これは、６月補正予算で、国庫補助事業で

ある道路施設保全改築費の舗装費について、

増額補正を行っているところですが、そちら

のほうで需要量を確保できたため、減額計上

するものです。 

 10ページをお願いします。 

 １段目の道路施設保全改築費でございます

が、表左から４列目のとおり、17億7,600万

円余の減額補正を計上しております。 

主なものは、国補正予算として12月予算で

計上した強靱化分に関する国庫内示による事

業費確定に伴う減でございます。 

  以上、道路保全課の補正といたしまして、

表左から４列目最下段のとおり、22億   

2,200万円余の減となります。 

  この結果、補正後の予算総額は、表左から

５列目最下段のとおり、176億7,100万円余と

なります。 

  道路保全課からは以上でございます。 

 

○山内都市計画課長  都市計画課でございま

す。 

  11ページをお願いいたします。 

  最下段の土地区画整理事業費でございます

が、表左から４列目のとおり、7,600万円余

の減額を計上しております。 

これは、主に国補正分の国庫内示による事

業費確定に伴う減でございます。 

  12ページをお願いいたします。 

  上から３段目の街路整備事業費でございま

すが、表左から４列目のとおり、１億3,700

万円余の減額を計上しております。 

これは、主に熊本地震分及び国補正分の国

庫内示による事業費確定に伴う減でございま

す。 

  次に、上から５段目の都市公園整備事業費

でございますが、表左から４列目のとおり、

２億5,700万円余の減額を計上しておりま

す。 

これは、主に国補正分の国庫内示による事

業費確定に伴う減でございます。 

  以上、都市計画課の補正といたしまして、

表左から４列目最下段のとおり、４億 

3,200万円余の減額となります。 

  この結果、都市計画課の補正後の予算総額

は、表左から５列目の最下段のとおり、62億

1,700万円余となります。 

  都市計画課からは以上です。よろしくお願

いします。 

 

○弓削下水環境課長  下水環境課でございま

す。 

  下水環境課は、一般会計と流域下水道事業

会計に分かれておりますので、まず、一般会

計から主なものについて御説明いたします。 

  13ページをお願いいたします。 

  上から４段目の漁業集落環境整備事業費で

ございますが、表左から４列目のとおり、 

300万円余の増額補正を計上しております。 

これは、国庫内示増によるものでございま

す。 

 下から２段目の下水道推進費でございます

が、表左から４列目のとおり、400万円余の

減額補正を計上しております。 

これは、流域下水道事業会計からの繰入金

確定に伴うものでございます。 

 14ページをお願いいたします。 

 上から２段目の流域下水道事業会計繰出金

でございますが、表左から４列目のとおり、

5,400万円余の増額補正を計上しておりま

す。 

これは、流域下水道事業会計への財源充当

のための繰出金の増によるものでございま

す。 

  昨今の電力費高騰の影響で流域下水道事業

会計も費用が増加していますが、電力費の負

担増分に対し、国の新型コロナ感染症対応地

方創生臨時交付金の活用が可能となりました
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ので、当該交付金分の繰り出しを行うもので

す。 

  以上、下水環境課の一般会計の補正といた

しまして、表左から４列目最下段のとおり、

5,500万円余の増となります。 

  この結果、下水環境課の補正後の予算の総

額は、表左から５列目の最下段のとおり、９

億7,800万円余となります。 

  続きまして、流域下水道事業会計について

御説明いたします。 

  15ページをお願いします。 

  上から４段目の熊本北部流域下水道管理費

に係る管きょ費・処理場費・業務費・総係費

等でございますが、表左から４列目のとお

り、4,600万円の増額補正を計上しておりま

す。 

これは、下水処理場等で使用している電力

の価格高騰に伴うものでございます。 

  このほか、電力価格高騰分として、球磨川

上流流域下水道管理費で400万円余、八代北

部流域下水道管理費で700万円の増額補正を

お願いしております。 

  次に、下から５段目の熊本北部流域下水道

建設費、管路施設等の建設改良費でございま

すが、表左から４列目のとおり、３億1,800

万円余の減額補正を計上しております。 

これは、国庫内示による事業費の確定に伴

うものでございます。 

  このほか、国庫内示による事業費の確定分

として、球磨川上流流域下水道建設費で 

2,600万円余、八代北部流域下水道建設費で

4,100万円余の減額補正をお願いしておりま

す。 

  16ページをお願いいたします。 

  以上、流域下水道事業会計の補正予算は、

表左から４列目最下段のとおり、３億 

2,400万円余の減となり、補正後の予算総額

は、表左から５列目最下段のとおり、45億

8,000万円余となります。 

  今回、債務負担行為の設定をお願いしてお

ります。 

  15ページにお戻りください。 

  上から４段目の管きょ費・処理場費・業務

費・総係費等の表右側説明欄を御覧くださ

い。 

 流域下水道事業会計システムの保守点検に

係る経費として、100万円余を限度額とする

債務負担行為の設定でございます。 

 下水環境課からは以上でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 

○仲田河川課長 河川課でございます。 

 資料の17ページをお願いいたします。 

 上から４段目の国直轄事業負担金でござい

ますが、左から４列目のとおり、10億3,800

万円の増額補正を計上しています。 

これは、国の事業費確定に伴う4,100万円

の減、国補正分としまして、通常分で6,400

万円の増、国土強靱化分で、国が管理する一

級河川の白川ほか４か所について、10億

1,500万円の増となります。 

  18ページをお願いいたします。 

  上から４段目の河川等災害関連事業費でご

ざいますが、左から４列目のとおり、２億 

300万円の増額補正を計上しています。 

これは、令和２年７月豪雨に係る国補正分

としまして、佐敷川の再度災害防止を図るた

めの災害復旧助成事業に要する経費でござい

ます。 

 19ページをお願いいたします。 

 下から３段目の直轄災害復旧事業負担金で

ございますが、左から４列目のとおり、69億

6,600万円の増額補正を計上しています。 

これは、国の事業費確定に伴う1,000万円

の増、令和２年７月豪雨に係る国補正分とし

まして、国道219号ほか８か所について、69

億5,600万円の増となります。 

  最下段の河川等災害復旧受託事業費でござ

いますが、左から４列目のとおり、9,700万

円余を計上しております。 
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これは、市町村から受託する災害復旧工事

の施工に要する経費で、令和４年災害分とし

まして、五木村の村道白蔵線において1,000

万円余の減、平成28年熊本地震分として、南

阿蘇村の新畑橋において200万円余の増、令

和２年７月豪雨分として、山江村の淡島裏参

道橋において１億400万円余の増となります。 

 20ページをお願いいたします。 

 以上、河川課の２月補正分の総額は、左か

ら４列目の最下段のとおり、75億9,300万円

余の増となり、２月補正後の予算総額は、５

列目の最下段のとおり、479億3,900万円余と

なります。 

  次に、債務負担行為の設定をお願いしてお

ります。 

  再度、18ページのほうにお願いいたしま

す。 

  下から４段目の単県ダム改良費でございま

すが、表右側の説明欄のとおり、43万2,000

円の債務を設定しています。 

これは、市房ダム管理所に勤務する職員の

宿舎賃借に係る年間契約の債務設定となりま

す。 

  河川課からは以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○倉光港湾課長  港湾課でございます。 

  まず、一般会計補正予算について御説明い

たします。 

  21ページをお願いいたします。 

  ４段目の市町村負担金返納金です。 

 表左から４列目のとおり、2,000万円余の

増額補正を計上しております。 

これは、令和３年度事業費の確定に伴い、

関係の市町へ負担金を返納するものでござい

ます。 

 ６段目の国直轄事業負担金です。 

 表左から４列目のとおり、３億4,000万円

余の増額補正を計上しております。 

これは、国事業費確定に伴う３億7,900万

円余の減と国土強靱化に係る補正分として、

八代港につきまして７億2,000万円余の増と

なります。 

  ７段目の単県港湾整備事業費です。 

 表左から４列目のとおり、１億2,500万円

余の減額補正を計上しております。 

これは、事業費確定に伴うものでございま

す。 

  ８段目の港湾補修事業費です。 

 表左から４列目のとおり、１億1,200万円

余の減額補正を計上しております。 

これは、八代港と熊本港について、事業費

確定による減となります。 

  22ページをお願いいたします。 

  ５段目の現年発生国庫補助災害復旧費で

す。 

 表左から４列目のとおり、600万円余の減

額補正を計上しております。 

これは、12月に実施されました災害査定の

結果によるものでございます。 

 ８段目の港湾整備事業特別会計繰出金で

す。 

 表左から４列目のとおり、9,400万円余の

増額補正を計上しております。 

これは、新型コロナウイルス感染症の影響

により港湾施設の利用が低迷したことなどの

収入減に伴い、特別会計へ繰出金を増額する

ものでございます。 

  以上、港湾課、一般会計の２月補正分の総

額は、表左から４列目最下段のとおり、２億

1,300万円余の増となり、２月補正後の予算

総額は、表左から５列目最下段のとおり、94

億5,200万円余となります。 

  23ページをお願いいたします。 

  港湾整備事業特別会計の補正予算について

御説明いたします。 

  ２段目の施設管理費です。 

 表左から４列目のとおり、3,700万円余の

減額補正を計上しております。 

これは、新型コロナウイルス感染症の影響
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により港湾施設の利用が低迷したことなどに

伴う減でございます。 

  24ページをお願いいたします。 

  以上、港湾整備事業特別会計の２月補正分

の総額は、表左から４列目の最下段のとお

り、3,700万円余の減となり、２月補正後の

予算総額は、表左から５列目最下段のとお

り、28億1,400万円余となります。 

  再度、23ページをお願いいたします。 

  今回、港湾整備事業特別会計におきまし

て、債務負担行為の設定をお願いしておりま

す。 

  ２段目の施設管理費の表右側、説明欄を御

覧ください。 

 庁舎等管理業務において、県管理港湾の適

正な管理運営及び港湾施設の維持補修業務等

につきまして、1,500万円余の増で、補正後

の限度額2,600万円余をお願いしておりま

す。 

これは、令和５年４月１日から業務を開始

するため、年度内に契約手続を進めるに当た

り、債務負担行為を必要とするものでござい

ます。 

 港湾課からは以上でございます。 

 

○松田砂防課長 砂防課でございます。 

 25ページをお願いします。 

 上から６段目の地すべり対策事業費でござ

いますが、表左から４列目のとおり、4,200

万円余の減額補正を計上しております。 

これは、国土強靱化に係る国庫内示による

事業費の確定に伴い、減となります。 

  ７段目の急傾斜地崩壊対策事業費でござい

ますが、表左から４列目のとおり、1,000万

円余の減額補正を計上しております。 

これは、国土強靱化に係る国庫内示による

事業費の確定に伴い、減となります。 

  ８段目の国直轄事業負担金でございます

が、表左から４列目のとおり、700万円余の

減額補正を計上しております。 

これは、国事業費確定に伴い、１億2,700

万円余の減、熊本地震関連といたしまして

は、１億1,700万円余の減となります。ま

た、国土強靱化に係る国補正予算に伴い、川

辺川流域及び阿蘇地域において、２億3,700

万円余の増となります。 

  最下段の災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事

業費でございますが、表左から４列目のとお

り、４億7,600万円余の減額補正を計上して

おります。 

また、26ページ上段の災害関連緊急砂防事

業費は、18億500万円余の減額補正を計上し

ています。 

 これらは、過年度に予算措置していたもの

の、昨年度末までに契約できない可能性があ

ったものについて、本年度当初予算に付け替

え計上しておりましたが、事業費の確定に伴

い、減額補正をするものでございます。 

  下から３段目の砂防設備等緊急改築事業費

でございますが、表左から４列目のとおり、

9,800万円余の増額補正を計上しておりま

す。 

これは、国土強靱化に係る国補正分としま

して、県管理砂防施設の点検を実施し、老朽

施設の改築更新を図っていくものでございま

す。 

  以上、砂防課の２月補正といたしまして、

表左から４列目最下段のとおり、22億  

6,100万円余の減となります。 

  この結果、砂防課の補正後の予算総額は、

表左から５列目最下段のとおり、154億 

6,800万円余となります。 

  砂防課は以上です。よろしくお願いしま

す。 

 

○上野建築課長  建築課でございます。 

  27ページをお願いいたします。 

  ５段目の建築基準行政費でございますが、

表左から４列目のとおり、400万円余の減額

補正を計上しております。 
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これは、事業費確定に伴うものでございま

す。 

 次に、６段目のがけ地近接等危険住宅移転

事業費でございますが、表左から４列目のと

おり、900万円余の減額補正をお願いしてお

ります。 

こちらも事業費確定に伴うものでございま

す。 

 次に、７段目のやさしいまちづくり建築物

推進費でございますが、表左から４列目のと

おり、100万円余の減額補正を計上しており

ます。 

こちらも事業費確定に伴うものでございま

す。 

 以上、建築課の一般会計での２月補正の総

額は、表左から４列目最下段のとおり、 

2,000万円余の減額となり、２月補正後の予

算総額は、表左から５列目の最下段のとお

り、４億3,600万円余となります。 

  また、今回債務負担行為の設定をお願いし

ております。 

  ５段目の建築基準行政費でございますが、

表右側、説明欄を御覧ください。 

 まず、特定建築物等定期報告委託業務とし

て、300万円余の債務負担行為の設定をお願

いしております。 

これは、建築基準法に基づき、建築物や建

築設備等の報告書の審査を委託するものでご

ざいます。 

 次に、住宅・建築物防災対策普及啓発委託

業務として、50万円余の債務負担行為の設定

をお願いしております。 

これは、住宅の耐震診断の方法等の相談窓

口を開設し、所有者に対し、建築士によるア

ドバイスを行う業務を委託するものでござい

ます。 

 いずれも年度当初の４月１日より事業を開

始することから、契約事務等を考慮いたしま

して、今定例会での債務負担行為の設定をお

願いするものでございます。 

 建築課からは以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○今福住宅課長 住宅課でございます。 

 29ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、事業費確定に伴う減でござ

います。 

 主なものを説明しますと、下から３段目の

公営住宅ストック総合改善事業費でございま

すが、表左から４列目のとおり、2,300万円

余の減額補正を計上しております。 

これは、県営住宅の修繕や改善工事を行う

ものであり、今回は、国庫内示による事業費

確定に伴う減でございます。 

  以上、住宅課の補正は、表左から４列目の

最下段のとおり、3,800万円余の減となりま

す。 

  この結果、住宅課の補正後の予算総額は、

表左から５列目のとおり、21億9,100万円余

となります。 

  住宅課からは以上でございます。 

 

○森山監理課長  監理課でございます。 

  31ページをお願いします。 

  令和４年度繰越明許費です。 

 繰越明許費につきましては、表左から３列

目、既設定金額は、最下段のとおり、12月議

会までに885億2,800万円余の承認をいただい

ております。今回、12月議会で予算化した国

土強靱化事業につきまして、国庫内示に基づ

く予算の減額補正をお願いしております。こ

れに併せて、繰越設定額につきましても減額

をお願いするものです。 

  このほか、12月議会以降に繰越明許費設定

が必要となったものについて、増額をお願い

しております。 

 表左から４列目最下段、今回設定金額とし

て、29億3,300万円余の減額をお願いしてお

ります。減額後の設定金額は、855億9,500万

円余となります。 
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  繰越しにつきましては、事業の進捗管理と

効率的な執行を図るとともに、適正工期の確

保等、適切に運用してまいります。 

  引き続き、33ページをお願いします。 

  工事請負契約につきまして、１件の議案を

提案しております。 

 提案理由は、予定価格５億円以上の工事

で、議会の議決に付すべき契約に関する条例

第２条の規定により、議会の議決を経る必要

があることから提案しているものです。 

 工事名は、熊本工業高校実習棟(第三期)改

築工事。工事内容は、(1)実習棟、木造一部

鉄筋コンクリート造、地上２階建て、延べ面

積3,004平方メートル、(2)中央渡り廊下、木

造、地上２階建て、延べ面積773平方メート

ル、(3)その他渡り廊下、鉄骨造、平屋建

て、延べ面積100平方メートル。工事場所

は、熊本市中央区上京塚町。工期は、契約締

結の日の翌日から令和６年３月29日まで。契

約金額は、13億5,465万円。契約の相手方

は、建吉・新規・三ツ矢建設工事共同企業

体。契約の方法は、一般競争入札です。 

  34ページをお願いします。 

  入札経緯及び結果になります。 

  １の競争入札に参加する者に必要な資格及

び２の評価に関する基準について、本紙記載

のとおり設定の上、施工体制確認型総合評価

落札方式により入札を行いました。 

 35ページをお願いします。 

 ３の開札及び総合評価結果です。 

 入札には１者が参加し、令和４年12月６日

に開札を行い、建吉・新規・三ツ矢建設工事

共同企業体が、技術評価点114.42、入札価格

12億3,150万円、評価値9.29で落札となって

おります。 

  なお、この入札は、１回目の入札におきま

して応札者がなく、入札不調となりました。

再度の入札において、１者入札により落札し

たものです。 

 監理課からは以上でございます。よろしく

お願いします。 

 

○緒方道路保全課長 道路保全課でございま

す。 

 道路の管理瑕疵に関する専決処分の報告及

び承認につきましては、説明資料37ページの

第28号議案から40ページの第31号議案までの

４件でございます。 

 議案の説明につきましては、41ページの概

要の一覧表にて説明いたします。 

 まず、議案番号28号です。 

 本件は、軽貨物車が信号停車中、左側の道

路区域内から倒れてきた樹木に衝突し、左サ

イドミラー等を損傷したものであります。 

 本件は、直撃事案であり、運転者が事故を

回避することが困難であることを考慮して、

損害額の全額に当たる43万4,600円を賠償し

ております。 

  次に、議案番号29号です。 

  本件は、普通乗用車で進行中、前方の冠水

箇所に進入し、前バンパーを損傷したもので

あります。冠水に気づきながら進入するな

ど、被害者に前方不注視等の過失があったこ

とから、判例を参考に被害者の過失割合を７

割と認定し、被害額の３割に当たる２万 

2,440円を賠償しております。 

  次に、議案番号30号です。 

  本件は、普通乗用車で進行中、進行方向左

側の道路区域に生育していた樹木から落下し

た枝が衝突し、フロントウインドーガラス及

びルーフパネル等を損傷したものでありま

す。 

  本件は、直撃事案であり、運転者が事故を

回避することが困難であることを考慮して、

損害額の全額に当たる91万5,000円を賠償し

ております。 

  次に、議案番号31号です。 

  本件は、普通乗用車を運転し、敷地内から

歩道を通過して道路に出る際に、道路区域内

のグレーチングの蓋が跳ね上がり、車底部の
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マフラー等を損傷したものでございます。 

  本件は、被害者において事前に事故を予見

することが困難と考えられることから、損害

額の全額に当たる40万697円を賠償しており

ます。 

  道路保全課は以上でございます。 

 

○倉光港湾課長  港湾課でございます。 

  43ページと44ページは、第32号議案、電気

料金及び施設管理費の支払い請求に係る訴え

の提起を行った知事専決処分について報告

し、承認をお願いするものでございます。 

  44ページの概要をお願いいたします。 

  知事の専決処分の理由について御説明いた

します。 

  県が行った港湾施設使用に係る電気料金及

び施設管理費の支払い請求の支払い督促に対

し、債務者である企業から異議申立てがなさ

れたものでございます。 

  内容につきましては、平成29年4月から熊

本港の旅客ターミナルの使用許可を受けて入

居している企業に対して、滞納している電気

料金及び施設管理費を請求するものでござい

ます。 

 当該企業は、平成30年から令和４年までの

間、電気料金及び施設管理費について、一部

期間を除き、支払いに応じておりません。こ

れまで企業側に支払いを求める説明など協議

を重ねてまいりましたが、支払いの意思が認

められない状況であったため、やむを得ず、

令和４年12月23日付で、熊本簡易裁判所に対

し、支払い督促の申立てを行いました。 

 この支払い督促に対し、令和５年１月15日

付で、企業側から異議申立てがあったため、

民事訴訟法の規定により、訴訟に移行するも

のであります。 

 県が訴えの提起を行うには、地方自治法の

規定により県議会の承認をいただく必要がご

ざいますが、民事訴訟法の規定により、本案

件は、債務者からの異議申立てがあったと同

時に通常訴訟に移行するものであり、議会で

御審議いただく時間が確保できない状況であ

ったことから、知事の専決処分といたしまし

た。 

 このため、これを本議会に報告し、承認を

お願いするものでございます。 

 港湾課からは以上でございます。 

 

○森山監理課長 監理課でございます。 

 45ページをお願いします。 

 報告第１号、専決処分の報告についてでご

ざいます。 

 職員に係る交通事故の和解につきまして、

地方自治法第180条第１項の規定により行い

ました専決処分の報告でございます。 

 内容につきましては、46ページの概要で説

明いたします。 

 令和４年12月８日に菊池市内で発生したこ

の事故につきましては、相手方との示談交渉

により、県の過失割合100％で合意し、損害

賠償額は、43万5,000円となっております。 

  事故の状況は、県北広域本部土木部工務課

職員が菊池市内の国道325号、北宮交差点に

おいて、信号停車中の相手車両に後方から追

突したものです。 

  職員の交通事故防止、交通違反等防止につ

きましては、機会あるたびに、さらに徹底を

図るよう取り組んでまいります。 

  監理課からは以上でございます。よろしく

お願いします。 

 

○楠本千秋委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

  本日は、先議の委員会でありますので、付

託議案を中心に、できるだけ簡潔に質疑応答

をいただきますようよろしくお願いします。 

  なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べられてからお願い

します。 
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  また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のまま説明をしてください。 

  あわせて、繰り返しになりますが、発言者

の方は、マイクに少し近づいて、はっきりと

した口調で発言いただきますようお願いしま

す。 

  それでは、ただいまの説明について質疑あ

りませんか。 

 

○増永慎一郎委員 土木部長の総括説明につ

いて、ちょっと質問をしたいと思います。 

 ２ページ目の熊本地震からの創造的復興に

ついてのところでございます。 

 熊本高森線の４車線化及び木山地区の土地

区画整理事業については、本当に職員の方々

一生懸命、それもまた丁寧にやられて、住民

の人たちも喜んでおられます。 

 しかしながら、一部の方々が、非常に県の

対応が遅い、もっと早くできるはずじゃない

かという話をされて、いわゆる県の批判と

か、または、私たちへの批判を非常にそうい

った形で繰り広げられておられます。 

 私が感じているのは、もともと計画に乗っ

て、今いろいろ寄り添った形でやられてまし

て、無理にやるんではなくて、丁寧に、そし

てスケジュールをきちんとやりながらやられ

ているというのをお伺いしていますし、私た

ちもそういうふうに感じていますけれども、

実際のところ、そんなに遅れがあるのかどう

なのか、ちゃんと県が予定しているとおりに

終わっていくのか、その辺をちょっと説明し

ていただけますかね。 

 

○山内都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 先生の御質問で、遅れがあるのかというと

ころでございました。 

 我々も地権者に対しまして丁寧に行ってき

たというところは、今御説明いただいたとこ

ろでございます。 

 ただ、その中にも、やはり沿道には商業者

等がございますので、そこら辺につきまし

て、なかなか交渉が進まなかったというとこ

ろで、収用手続も含めながらやっているとこ

ろでございます。 

 遅れにつきましては、今後の工程を勘案い

たしまして、それの工程、令和７年度の供用

開始というところを見据えながら、収用手続

等も入っておりますので、そこを含めてやっ

ていきたいと考えているところでございま

す。遅れはないように、手続等を適切にやっ

ていきたいと考えております。 

 

○増永慎一郎委員 問題なのは、遅れている

のかどうか、スケジュールがあるじゃないで

すか、供用開始の大体の目安というのが。そ

れに対して遅れそうなのかどうなのかという

のをひとつ聞かせていただきたいんですけれ

ども。 

 なかなかちゃんとやっていますけれども、

どうなるか分からないという形じゃなくて、

現在の状況で、それが間に合わないのか間に

合うのか、それをちょっと教えてください。 

 

○山内都市計画課長 ４車線化につきまして

は、令和７年度供用ということで目標立てて

おります。それに向けて、適切に遅れないよ

うに土地の収用という形で地権者、残りの地

権者、今14名ほどございますが、今後、収用

申請等を行いながら、併せて任意交渉も行う

ことで、遅れが出ないようにしたいと思って

おります。 

 現時点では、計画的に、来年度は惣領交差

点までの供用を、それ以降につきましては、

順次図りながらやっていきたいと思っており

ますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

○増永慎一郎委員 区画整理事業は。 
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○山内都市計画課長 区画整理事業につきま

しては、令和９年度の供用という形でやって

おります。現在、仮換地指定というところも

８割を超えました。街区単位ごとに宅地整備

等もやりまして、今現在、全体の３割ほど宅

地の引渡しを行っております。 

 部長からありましたように、宅地を引き渡

したところにつきましては、家々が建ってき

ておりますので、これにつきましても、計画

的に換地処分を行いながら、仮換地の指定を

行いながら工事も進め、ライフラインも同時

に合わせていく必要がございますので、そこ

も工程が遅れないように確認しながら、調停

を確認しながら整備を進めていきたいと考え

ております。 

 

○増永慎一郎委員 なら、そういった形で言

われている方の話というのは、実際はそんな

ことはないという話だというふうに私は今受

け取りましたので、そういう形で進めていこ

うというふうに思っております。 

 県当局におかれては、本当に丁寧に住民の

皆さん方に寄り添ってやられているのはもう

私肌で感じていますので、そういうことに対

して、いろんなうそを流したりとかいうのは

もうちょっと異常だなというふうに今感じて

いる次第でございます。 

 ぜひそういう部分に関しましては、私たち

からのほうもきちんと話していきたいと思い

ますけれども、県におかれましては、きちん

と順調に進んでいますよみたいな形をちゃん

とアピールするように、よろしくお願いした

いと思います。 

 以上です。 

 

○山内都市計画課長 ありがとうございまし

た。 

 今、先ほど委員のほうから、アピールとい

うことがございますので、我々も、４車線化

につきましては、部分的な供用開始も念頭に

置きながら、そういうところもＰＲ活動をし

ていきたいと考えております。 

 以上です。 

 

○楠本千秋委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○本田雄三委員 道路保全課さんで、41ペー

ジで、専決処分関係でお尋ねをさせていただ

きたいと思います。 

 道路上の倒木とか枝が落ちたとかいう部分

の事案が幾つかありますけれども、これは毎

回出てくる事案だろうと思っておりまして、

対策を講じられているとか以前も御説明はい

ただいておりますけれども、結構道路に覆い

かぶさっている樹木というのは散見されるわ

けでありまして、もう少し低木にするとか、

事前のそういう部分で対策を打たないと、結

構な金額が賠償として出ているようでござい

ますので、そういうところも今後の対策と

か、そういう部分はどのようにお考えなんで

しょうか。 

 

○緒方道路保全課長 この倒木、落ち枝に関

しましては、街路樹と普通のり面に生えてき

ているのがあるんですけれども、今回の概要

としましては、街路樹じゃなくて、のり面の

ほうに生えている樹木でございます。 

 これにつきましては、のり面が土羽構造物

になりまして、その後、自然発生的に生えて

きた経緯がございます。それについても、道

路改良をして30年近くたっているものについ

ては、木もそれぞれそれなりに大きくなって

おりまして、道路区域内に木が立っていると

いう状況でございます。それが今回の被害に

なっておりますので、来年度に向けて、倒木

関係、除草関係につきましては、予算要求を

させていただいているところでございます。

それをつけていただければ、しっかりと対応

できるんじゃないかと思っております。 
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○本田雄三委員 また、台風とかいろいろ災

害等の部分で道路支障等の懸念もされますの

で、速やかな対処というのが必要ではないか

と思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

 

○緒方道路保全課長 委員がおっしゃられま

したように、しっかりと頑張っていきたいと

思っております。それと、パトロールをしっ

かりやっていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

 

○楠本千秋委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○増永慎一郎委員 関連でいいですか。 

私も聞こうと思っていたんですけれども、

いわゆる県道あたりは、業者さんに張りつき

で年間幾らという形で多分契約をされている

というふうに思います。そういう場合に、１

路線幾らとかいう形なのか、幾つかの路線を

組み合わせて幾らという形なのか、維持管理

の委託はどういうふうな形でされているんで

すかね。 

 

○緒方道路保全課長 事務所によっていろい

ろな形はあるかと思うんですけれども、大体

複数の路線を抱えながら対応しております。 

 

○増永慎一郎委員 実は、やっぱり同じよう

に均等に振り分けても、その道路が使う頻度

とか、山の中の度合いというのがかなり変わ

ってくると思うんですよ。 

 先日、上益城管内で、益城矢部線という道

路に落ち葉がいっぱい落ちているという形で

お話がありました。ちゃんと業者に委託をし

て、業者さんはきちんと点検をしながらやっ

ているんですけれども、どうしても山間部を

通る道路なもんで、その委託料だけでは、な

かなか終わらないみたいな感じなんですよ。 

 今回は、ちょっとまだどうなるか分からな

いんですけれども、お願いをして、特別に別

枠で何とか早急にしてくださいという話をし

たんですけれども、そういった部分の見直し

みたいなのをやっぱり何かされたがいいんじ

ゃないかなというふうに思うんですけれど

も。 

 例えば、ここの路線は、やっぱりほかのと

ころに比べて予算をちょっとつけとかないか

ぬよねとか、この路線はそんなないからとい

うふうな形で。そうしないと、何か道路によ

って非常にばらつきがあるようですし、きち

んとした規定の下に委託管理されていると思

うんですけれども、業者さんによっては、対

応の仕方がちょっと何かまちまちであったり

とか、パトロールに関しましても、きちんと

パトロールされている業者さんもいらっしゃ

いますけれども、あんまりそうではない業者

さんもいらっしゃるんで―。その辺が、さっ

き本田委員が言われたようなことに何か結び

ついているような感じがするんですけれど

も、それについてはどうでしょうかね。 

 

○緒方道路保全課長 まず、パトロール関係

とか委託業者につきましては、この仕事内容

に関しましては、毎年要望を各出先機関、役

場から上がってきた要望に基づいてやってい

るところでございますので、それに応じた、

どこをやるかというのを出先と話しながら、

今後も予算づけやっていきたいと思っており

ます。 

 ただ、年度内の突発的なところに関しまし

ては、その都度出先のほうから要望いただい

て、うちのほうで吟味しながら、予算の張り

つけを行っているところでございます。 

 できる限り臨機応変に対応できるようにし

ていきたいとは思っております。 

 以上でございます。 
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○増永慎一郎委員 よろしくお願いします。 

 

○楠本千秋委員長 ほかにありませんか。 

 

○坂田孝志委員 補正予算全般について申し

上げますが、以前からいたしますと、この減

額幅が随分縮小された、小さくなってきてい

るやに感じます。 

これは、執行率がやっぱり上がっている

と。あるいはその財源確保、国からのこの事

業内示とかありますが、これが増額と、全部

確保されてきているのではないか。そこを考

えた場合に、これはやっぱり、皆さん方が、

事業執行に向けて、あるいは財源の確保に向

けて、一生懸命国に対して、あるいは国会の

先生方とか、随分努力の成果の現れじゃなか

ろうかなと感じております。 

 これからも減額幅を圧縮して、さらに補正

額が増額して、ますます増えていくように、

大いに県内のそういう交通インフラ整備がさ

らに進んでいきますよう取り組んでいただき

たいと、このように思いますが、土木部長の

感想なり考えなり、所感を述べていただけれ

ばと、こう思います。 

 

○亀崎土木部長 今いろいろ坂田委員からい

ただきましたが、本当に委員の皆様方のこれ

までの御支援、御協力には感謝申し上げま

す。 

 今回、補正予算につきましては、九州では

２位、全国でも10位という、熊本県として

も、結果としてはそういう補正予算でした。

これも、皆様、あるいは県議会の皆様、国会

の先生も含めてですが、チーム熊本として最

大限頑張ってきた成果の一つだと思っており

ます。 

 さらに、後議になりますが、当初予算につ

いても、建設常任委員会については、今回、

昨年度よりもまた増えたところで上程したい

ということで今お願いしているところでござ

いまして、我々としては、今いろんなところ

から、令和２年の災害からの復旧、復興、あ

るいはＴＳＭＣなり、幹線道路ネットワーク

の整備等々、課題がある中で、マンパワーを

最大限に発揮して、県民の皆様が安全で豊か

で暮らしやすい生活を送ることができるよう

精いっぱい頑張っていくつもりでございま

す。 

 その上で、職員も、そういったことを励み

に、先ほど増永委員からもございましたよう

に、県民の皆様のいろんな痛みとか、そうい

うのも分かるような人間を育てていきたいと

思っております。 

 そういった意味においても、我々、人材育

成もしかりですが、そういう取組を進めてま

いりますので、引き続き、委員各位の御指

導、御鞭撻をお願いしたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

 

○坂田孝志委員 部長からありましたよう

に、様々な課題が山積をしておりますが、課

題解決のために、今後とも精いっぱい取り組

んでいただきたいと思います。頑張ってくだ

さい。 

 以上です。 

 

○楠本千秋委員長 ほかにありませんか。 

 

○田代国広委員 専決処分の車の事故です。 

大津の県道大津西合志線であっているよう

でございますが、倒木で事故が起きたようで

ございますけれども、倒木の場合は、いわゆ

るその県有地、路側帯と申しますか、であれ

ば、当然県が補償しなきゃならなくなるでし

ょうし、あるいはその民有地から倒木した場

合等もあるかと思うんですけれども、そうい

った場合の対応は、基本的にはその持ち主の

方が賠償しなきゃならないと私は思うんです

けれども、道路管理者としては、そのときの
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責任はどうなっていますか。 

 

○緒方道路保全課長 道路保全課でございま

す。 

 ケース・バイ・ケースですけれども、基本

的には、民地であろうが、倒れてくれば、道

路管理者が責任の一部を問われるというふう

な判例が12月の末に熊本市の件で出ておりま

す。 

 そういうことで、道路管理者にも一部責任

があるケースもあるというようなことで認識

しております。 

 

○田代国広委員 今回の場合、この原水の場

合です。あの路線は非常に倒木なんか少ない

県道ですよね。どこで起きたかというのをち

ょっと、私自身がある程度あの道路を通りま

すから理解しているんですけれども、大津植

木線の信号があるじゃないですか、横断する

のに、あの辺りのところですかね。 

 

○緒方道路保全課長 ずっと下り坂になって

いるかと思うんですけれども、ＴＳＭＣに向

かって。そのちょっと手前なんですね。ちょ

っと熊本寄りなんです。合志寄りです。今

は、のり面のツタとか、そういうのを取って

あるんで、どこであったか分からないような

状態になっております。 

 ただ、当時の状況を見ると、ツタ等がやっ

ぱり木に巻きついている関係で、しっかりパ

トロールするようにしなきゃいけないなとい

うのを出先のほうと話したところでございま

す。 

 

○田代国広委員 今のお話では、民有地でも

道路管理者に責任がある場合があるという判

例が出たということは。 

 

○緒方道路保全課長 熊本市の場合はそうで

すね。 

 

○田代国広委員 出たとなれば、極めてこれ

はもう県としては重要な気づきをして管理し

ていかなきゃならないという状況になったわ

けですよね。 

 そうなりますと、広範囲にわたってそうい

った危険度の高い県道を、いわゆる道路管理

者として持っていると思いますので、そうい

った事故が起きないように、今後は十分道路

管理者としての責任と申しますか、役割と申

しましょうか、そういったものをしっかり果

たしていただき、そういった努力されている

と思いますけれども、いま一度、しっかりと

お願いしておきたいと思います。 

 以上です。 

 

○緒方道路保全課長 田代委員がおっしゃら

れましたように、非常に民地から道路敷内へ

の倒木関係が出ているのは事実でございま

す。そういう関係で、我々としては、出先機

関と毎回この管理瑕疵の報告をいたす前にお

話をして、問題点、課題を見いだしていると

ころでございます。 

 その中で、建築限界の内部に入ったら切る

ようにしていたんですけれども、できる限り

建築限界の中に入るおそれがあるものについ

ても積極的に切っていこうじゃないかという

ふうなことを出先のほうと話しまして、そう

いった方向で取り組んでいきたいというふう

に出先のほうとも話しているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

 

○田代国広委員 大津町では、そういった町

道にまだ倒木と申しますか、被害に及ぶよう

なケースの場合は、地主さん、持ち主さんに

伐採を要望しておるようなんですよ。ですか

ら、県としても、その地主さんのほうにも、

危険性があるならば、そういった作業を求め

るというか、指摘するといいますか、そうい
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ったことをしていいんじゃないかと思うの

で、そういったのどう考えておられますか。 

 

○緒方道路保全課長 今田代委員の大津町の

例をおっしゃられましたけれども、既に県の

ほうも、地主さんのほうにお願いということ

で、チラシを配ったり、市町村の広報紙のほ

うに載せていただいております。もう既に36

市町村だったかと思います。ちょっとはっき

りは申し上げられない－30数市町村は、広報

紙に載せていただいております。 

 そういった中で、こういったケースは、民

地は切っていただくようになりますよという

ふうなことをしっかり周知できるように、今

後も続けてまいりたいと思っております。 

 

○田代国広委員 車の事故、故障くらいの事

故ではいいんですが、もしかして、例えば、

国道とか県の路側帯に大きい大木が植わって

いますよね、樹木が。ああいうのがもしも強

風で倒れて事故でも起こして人の命を奪うよ

うなことがあったら大変ですから、しっかり

とこの倒木等については、なお一層の警戒と

申しますか、お願いしておきたいと思いま

す。 

 以上です。 

 

○楠本千秋委員長 ほかに質疑ありません

か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○楠本千秋委員長 なければ、これで質疑を

終了します。 

 ただいまから本委員会に付託されました議

案第１号、第５号、第13号、第26号及び第28

号から32号までについて、一括して採決した

いと思いますが、御異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○楠本千秋委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

  議案第１号外８件について、原案のとおり

可決または承認することに御異議ありません

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○楠本千秋委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外８件は、原案のとおり

可決または承認することに決定いたしまし

た。 

 次に、その他に入りますが、今定例会にお

いては、３月に後議分の委員会もありますの

で、本日は、急を要する案件についてのみ質

疑をお願いします。 

 何かございませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○楠本千秋委員長 なければ、以上で本日の

議題は全て終了いたしました。 

 最後に、要望書が１件提出されております

ので、参考としてお手元に配付しておりま

す。 

 それでは、これをもちまして第６回建設常

任委員会を閉会します。 

  午前11時４分閉会 
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